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■ 会 長 報 告        池ノ谷 敏正君 

4 月は「ロータリ

ーの雑誌月間」で

す。 

世界中のロータ

リアンにとって不

可欠な情報源であ

るロータリー雑誌

の重要性を認識する月間です。 

ロータリーの雑誌には国際ロータリーの公式

機関誌である「ザ・ロータリアン」と、RI 理事

会が承認した公式地域雑誌があります。 

「ロータリー・クラブの会員は、会員身分を保

持する限りこのロータリー雑誌を有料で購読し

なければならない」ことになっており、毎月「ロ

ータリーの友」が皆さんに届けられているのも、

こういったことからなのはご存じのとおりです。 

「ロータリーの友」は 1953 年 1月に創刊しま

した。これは、その前年の 1952 年 7 月から日本

の地区が 2 つに分割されたのをきっかけとして

誕生したのだそうです。創刊号の発行は3,300部

でしたが、現在は、約 10万部が発行されていま

す。 

「ロータリーの友」創刊以前の日本の会員は、

購読義務を果たすために、「ザ・ロータリアン」

を購読していました。国際ロータリー細則によ

ると、自分たちの地域の雑誌がロータリーの公

式地域雑誌に指定されると、英語の「ザ・ロータ

リアン」ではなく、母国語で書かれた雑誌を購読

すればよいということになっているため、「ロー

タリーの友」の創刊は、日本のロータリアンにと

って待望であったことと思います。 

また、読む側の義務の一方で、指定された地域

雑誌は、国際ロータリーの雑誌に関する、いろい

ろな規定を守る義務もあります。 

たとえば、「ザ・ロータリアン」から、毎月指

定された記事を掲載しなければならないという

こと。7月号の表紙には、RI 本部から送られてく

るRI会長の写真を載せなくてはいけないという

こと。このほかにも、委員会の構成とか、広告の

量など、いろいろと決まりがあるそうです。 

今月は、このようなことを気にしながら「ロー

タリーの友」を読んでみてはいかがでしょうか。 

■ 幹 事 報 告          鈴木 舜光君 

・第 2620 地区より 

 2015 年 4 月のロータリーレートは、1 ドル

＝118 円です。（参考）3 月レート：118 円 

 地区大会 DVD が届いております。事務局に 

 保管してありますのでご覧ください。 

■ 出 席 報 告           松葉 義之君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

30／42 71.42％ 34／42 80.95％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○河井君 ○菅原君 ○平君 ○大長君 ○畑君

○ 松 田 君  池 谷 君  石 垣 君  江 﨑 友 君    

江﨑晴君 大杉君 仲田君 

(２)メークアップ者  

松葉 義之君（静岡・榛南）鈴木 透君（静岡中央） 

松田 真彦君（榛南） 

■ スマイル B O X          松葉 義之君 

・結婚記念日、満５１年目を迎えました。お互い  

元気で楽しい生活を目指しています。 

松葉 義之君 
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・結婚記念日のお祝いと家内の例会へのお招き

有り難う御座います。いよいよ結婚４０年と

なりました。お互い介護なしで５０年を目指

します。           青島 克郎君 

・夫人誕生祝有り難うございます。老いて益々元  

気です。            松葉 隆夫君 

・夫人誕生ありがとうございます。家でしっかり 

 祝いたいと思います。     鈴木 邦昭君 

・（夫人へ）誕生日おめでとう。僕より長生きし 

てください。         森下 敏顯君 

・妻への誕生プレゼント有り難うございます。実 

 は、手帳には、配偶者誕生日として「３月３日」  

と記載されていますが、正しくは「４月４日」

が女房の誕生日です。既に、先月、プレゼント

を頂いてしまいましたが、スマイルは正しい

月である今月にさせて頂きました。有り難う

ございました。        大石 英典君 

・選考委員会の御苦労さん会を無事に終了し役

員が終わり、ほっとしております。皆様の協力

感謝します。         松葉 隆夫君 

スマイル累計額  １２０，０００円 

■ ポリオプラス寄付金                 

ポリオ撲滅活動へのご協力有難うございます。 

本日寄付金額    ４，５９３円 

寄付金累計額  １１５，６７７円 

■ Ｐ Ｅ Ｔ Ｓ 報 告                    

 

 

 ◆次年度会長◆ 

森下 敏顯君 

 

 

 

今年度の PETS が 3 月 28 日土曜日に山梨県甲府

市の甲府駅前にある県立図書館にて 11：00 点鐘

にて開催されました。大長次期幹事と出席して

まいりました。 

近代的な県立図書館で土曜日という事もあり、

一般利用者の方達もおおぜい、館内で読書され

たり、又、回遊されていました。 

AM11：00 開始で途中館内の小部屋で分区毎にお

弁当を 30分程でいただき、その流れで分区代理

のお話が有り、その後 PM16：00 迄ガバナー、各

パストガバナーの講義等が続きました。メイン

は午後の 2：15 分から 1 時間ほどの 2013～2016

年度のロータリーコーディネーターで 2005～

2006 年の第 2590 地区(横浜）パストガバナー金

杉誠氏の『元気なクラブ作りのために』との講演

でした。主な趣旨は会員増強のお話でした。 

全世界的には百 2 十万人程と多少増えていると

のことですが、主にインド、米国で増えており、

日本は 1998 年の 13 万 5 千人をピークに現在 8

万 7千人との事で 33%減だそうです。 

この状況をどうしましょうかというのが講演の

趣旨でした。 

質疑応答では 5，6人の会長、幹事予定者からど

のクラブも抱えている会員の減少傾向に関する

質問が出ていましたが、4，5 年前までは会員増

強は大切であるが質の低下は防がなくてはなら

ない。みたいなところに落ち着いていたように

感じていましたが、今回はちょっと違いました。

一人の質問者の方は子供だからと突き放すので

はなく、クラブに入れて教育するつもりでやれ

ばよろしいとの意見を発表していました。 

それに対してのコーディネーターの答えも『そ

の通りです。何事も寛容の精神で取り組んでく

ださい。』とのお答えでした。 

何がなんでも会員を増やしなさい、その中身は

後から教育してロータリーにふさわしい会員に

クラブで育てなさいというお話の趣旨と思われ

ました。多少の違和感を受けました。 

大長次期幹事との意見交換で有意義かなと思っ

たのは何ヵ年に渡るクラブの目標は決めていま

すか。と言う問いかけでした。1クラブを除き 77

クラブが役員改選と同じ単年度目標でやってい

るとの答えでした。コーディネーターも『一年で

全役員が交代して尚、100 年も続く組織は大変す

ばらしいし、ロータリーしかないだろう』と言っ

ていましたが、その通りだと思いました。 

しかし、クラブの目標、あるいは 5 ヶ年計画な

ど、一年交代で会長が変わってもクラブがめざ

す目標が定まっていることにより会の運営の明

確さ、広報活動の継続性 

などに繋がり、結果的に会員増強への支援にな

るだろうとのお話でしたが、一理あると思いま

した。 

これから会長職を受け持つ立場にはクラブの目

標が定まっていれば、取り組みやすいと思いま

した。 
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クラブに持ち帰り前後の会長経験者等で協議し

てのち、全体に計りクラブの大きな目標をたて

るという方向に向かえばいいなとは思いました。 

ここ十年来、ロータリーの大会は会員増強が第

一番の目標のようになっている節がありますが、

各クラブが明確な目標を持って継続活動をして

いない事が会員のジリ貧に繋がっているのかも

しれないと思われるテーマでした。 

改革をしなさい、前例主義にとらわれないでく

ださい、とかのお話が各パストガバナーより、あ

りましたが、単年度会長のやれる事は限られて

おり、又、継続されなければ、 

意味、効果が表れません。3年、5年と期間を区

切って藤枝クラブの明確な目標を掲げたらどう

かと、先輩諸氏に計り相談したいと思いました。 

7 月の新年度まで、後 3ヶ月となりました、勉強,

経験不足を痛感していますが、大長幹事、各委員

長さん、全会員皆さんをたよりに準備していき

たいと思います。よろしくお願いします。 

 

◆次年度幹事◆ 大長 昭子君 

 会長エレクト研修セミナーに参加して、ロー

タリーの目的を踏まえた、藤枝ロータリークラ

ブの３～５年、将来を見据えた計画作成が必要

と感じました。ロータリーの価値観である「親睦」

「高潔」「多様性」「奉仕を通じてのリーダーシッ

プ」を具体的に行動化する為、会員全員がよく話

し合い、考え、前向きな意見を言い合い創ること

が大切であり、クラブの活性化に繋がると思い

ました。新年度の課題として例会・理事会で話し

合っていけたらと思います。 

 また、年間行事予定も示されました。ガバナー

の訪問日程等、ロータリーの特別月間も大幅に

変わりましたので事業計画・予算作成に森下会

長・鈴木副会長と共に取り組んで行きたいと思

います。力不足ですが皆さまのご協力・ご指導お

願いいたします。 

 

結婚記念日 

おめでとうございます 

 

 

 

＜青島彰ご夫妻＞ 

 

 

 

 

 

 

 ＜青島克ご夫妻＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／大石君） 


